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【２０２４年１０月～１２月】 

 

当地に居住する在留邦人の皆様及び旅行や出張等で当地を訪れる短期滞在者の皆様

が、当地で安全にお過ごしいただくため、ご注意頂きたい事件・事故情報などについ

て、以下のとおり取りまとめましたので、皆様の安全対策の参考にしてください。 

 

  

山東省の治安は比較的良好と言われていますが、あらゆる犯罪が日常的に発生して

おり、時には凶悪犯罪と呼ばれる類の事件も発生しています。 

当地での犯罪の態様としては、殺人等の凶悪事件や窃盗事件をはじめ、痴漢や盗撮

等の性犯罪や違法薬物犯罪のほか、特に詐欺被害が多発しており、微信や支付宝等の

電子決済機能を悪用した電信詐欺が後を絶たない状況にあります。 

また、当地では飲酒運転に対する取締りが徹底されており、自分が飲酒後運転しな

いことはもちろん、飲酒者が運転する車両にも同乗してはいけませんし、飲酒者に自

己所有の車両を運転させないように気をつけなければなりません。さらに、売春など

の性的サービスも禁止されており、買春側も取締りの対象になります。 

 

 

  

当地では、過去に邦人がスリや置き引き等の盗難被害に遭う事案や、夜間に盛り場

などでトラブルに巻き込まれる事案が発生しています。よって、次のような点に留意

しながら、犯罪に巻き込まれることのないように注意してください。 

（１）外出時は周囲をよく観察し、異変を察知した場合はすぐにその場を立ち去る。 

（２）必要以上に華美な服装や目立つ行為、発言等は避ける。 

（３）深夜の外出や、夜間暗くて人通りの少ない場所の通行をなるべく避ける。 

（４）子供を一人で外出させない、外出時に子供から目を離さない。 

（５）見知らぬ相手からの勧誘、要求には安易に応じない。 

（６）違法薬物の受取や使用は、どんな理由があっても絶対にしない。 

（７）不特定多数の人が集まる場所では、手荷物や貴重品の管理に細心の注意を払う。 

   また、（特に酔った後など）日本語で大きな声を交わしながら歩かない。 

 

 

 

（１）凶悪・粗暴事件関連 

ア 刃物使用による殺人事件（鄒平市） 

   地元メディアは、7月 18日、鄒平市市場監督管理局苗某が容疑者王某と個人的

なトラブルから口論に発展し、被害者苗某がナイフで刺殺されたと発表（10/17）

した。容疑者王某は、2005年に窃盗罪で懲役 3年、執行猶予 4年の判決を受け、

2012年に交通事故で懲役 3年 6カ月服役し、2015年に刑期満了で釈放された人物

と報じられている。 

   

イ 傷害事件（臨沂市） 

３．事件・事故報道 
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   9月 10日午前２時頃、沂南県公安局界湖派出所は住宅街においてトラブルの通

報を受理し、容疑者 5人を検挙したと発表した。主犯者何某は、共犯者に対して

暴行を指示し、被害者 2人に軽傷を負わせたことが明らかとなった。 

 

ウ 殺人事件（菏澤市） 

   鄄城県公安局は 9月 25日、菏澤市内陳王街道で重大な刑事事件が発生し、1人

が死亡したと発表した。容疑者宋某（男、69歳、陳王街道住民）は 10月 6日、

公安機関に逮捕された。 

 

エ 恐喝事件（濰坊市） 

   10月頃、被害者でトラック運転手董某は、某商店においてレジで会計する際、

レジ前に並んでいた男が携帯電話を置いたままレジを立ち去ったことに気づき、

同電話を盗んでその場を立ち去った。被害者董某は、トラックで現場を立ち去っ

たところ、後方から車両がクラクションを鳴らして近づき双方停車した。車両か

ら運転手等（被疑者）が降車し、被害者董に携帯電話の窃盗事件及び金銭の要求

を行ったことから被害者は事案の解決を図るため警察へ通報した。警察の調べに

よると、携帯電話の所有者は、商店の店主、窃盗事件の目撃者等と共謀し、高級

携帯電話の遺失を利用して恐喝行為を行っていたことが明らかとなり、さらに余

罪として同様の恐喝行為 17件、被害額は 13万元に上っていることが判明した。

警察は、容疑者ら 4人を恐喝容疑で刑事拘留した。 

  

オ 刃物使用による傷害事件（臨沂市） 

   11月 19日午後 5時頃、蒙陰県公安局蒙陰派出所は市民から精神疾患を患って

いる親族が手に負えないとの通報を受理した。警察が現場に駆け付けたところ、

親族の男性は突然包丁を振り回し、警察官 2人を負傷させた。 

 

カ 強盗事件（濰坊市、寿光市） 

   11月 28日午後 9時頃、濰坊市昌邑の宝石店においてヘルメットを被った容疑

者 2人が侵入し、ショーケース内のガラスをハンマーで割り、商品を強奪する事

件が発生した。翌日、寿光市上口鎮の宝石店において、マスクを着用した共犯者

の女性が客として入店し、その後、容疑者男性 2人が金槌を所持して押し入る強

盗事件が発生した。濰坊市公安関係機関は、２つの事件について検挙済みで、被

害品 80万元余りを回収したが、両事件に関連性は無いと発表した。 

 

（２）窃盗事件関連 

ア 窃盗事件 

（ア） 臨沂市 

   莒南県公安局は 9月に連続発生していた農作物の窃盗犯を検挙したと発表し

た。容疑者は、夜間に三輪車を運転し、被害者宅前に置かれていた大量のトウモ

ロコシを窃取していたことが防犯カメラ映像から明らかとなった。農作物の盗難

が多発していたことから、現地派出所は、張り込みを行い、容疑者張が窃盗を行

っていたところ現行犯逮捕して検挙した。 

 

（イ） 済南市 
 10 月、済南市鋼城区里辛街道において街路灯ケーブルの窃盗事件が多発した。通報

を受けた刑事大隊は、防犯カメラを確認したところ、複数の容疑者が顔を隠して犯行を
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行っていたことが分かり、所要の捜査結果、容疑者劉某等の犯行を特定し、検挙した。

調べに対して容疑者等は「お金がないため、街路灯ケーブルを盗んで換金しようと思い

ついた。」と犯行を供述した。 

 

（ウ） 済寧市 

 11月、梁山県徐集派出所は、大型トラックのバッテリーが盗まれたという複数の

被害通報を受理した。捜査の結果、容疑者李某を特定し、自宅から盗品及び犯行道

工を押収した。容疑者は調べに対して「車メンテナンスの商売をしていたが、より

多くの金を得るために、バッテリーを盗むことを思いつき、路上駐車の大型トラッ

クを狙った。」と犯行を認めた。 

 

（エ） 滕州市（スリ） 

 12月 13日午後 8時頃、滕州市公安局は新興路歩行者天国において携帯電話がす

られたとの通報を受理した。刑事大隊の捜査の結果、容疑者の男性 1人、女性 2人

を割り出し、同日午後 9時に検挙した。 

 

イ 侵入窃盗 

（ア） 威海市（倉庫荒し） 

  威海市竹島派出所は、被害者から貯蔵室に保管していた数十本の酒が盗まれ、10

万元以上の損害を受けた旨の通報を受理した。特別捜査班を立ち上げ捜査したとこ

ろ、他の地域でも同様の被害が発生し、同一グループによる連続犯行が明らかとな

った。警察は容疑者綿ほか 3人を逮捕するとともに 30元余りの盗品を押収した。 

 

（イ） 威海市（出店荒し） 

 11月 14日午前 6時頃、威海市公安局高区分局は、商店の扉を破壊され、店内の

商品が盗まれたという被害通報を受理した。防犯カメラの確認結果、同日午前 2時

頃、容疑者 2人が店内に侵入し、商品を窃取している状況が写し出されていた。警

察は同日午前 10時に共犯者を含めた容疑者 3人を検挙し、一部の盗品を押収した。

調べに対し容疑者は「今まで何度も車上ねらい、空き巣窃盗を行った。」と余罪に

ついても供述した。 

 

（ウ） 臨沂市（空き巣） 

 11月、臨沂市河東公安は、被害者王某から自宅内の現金や銀貨がなくなっている

との被害通報を受理し、捜査の結果、被害者王某と知人関係にある近隣住民の容疑

者張某による犯行と特定し、検挙した。容疑者張某は、被害者との知人関係を利用

して、被害者宅にある銀貨等の場所を把握し、自宅鍵を窃取した上、被害者が留守

中に侵入し、被害品を窃取していたことが明らかとなった。 

 

ウ 自転車盗 

 （ア）東営市 

10月 16日、浜海公安局勝東派出所は、管轄内の山東石油化学工業学院の学生か

ら、同校入口に駐輪していた電動自転車が盗まれていたとの通報を受理した。監視

カメラには、16日未明、不審な男性 2人が被害者の自転車及び付近の自転車に近づ

き盗んでいた状況が明らかとなった。警察は同男性 2人を割り出し、検挙するとと

もに、調べに対して容疑者は「酒を飲んで歩いていたところ、鍵のかかっていない

電動自転車ほか１台を発見したので盗んだ。」と供述した。 
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（イ）菏澤市 

 11 月 5 日、郓城県武安派出所は、被疑者劉某から電動自転車が盗まれたとの通

報を受理した。防犯カメラには、4日午前 1時頃、ヘルメットを着用した容疑者が、

施錠していた被害者の電動自転車（600元相当）に近づき運んで窃取していた様子

が映し出されていた。警察は容疑者王某を検挙し、さらに余罪があるとして刑事拘

留した。 

 

エ 車上ねらい 

（ア）棗庄市 

10月 8日、棗庄市市中分局刑事大隊は、電気自動車のバッテリー窃盗集団を摘発

したと発表した。容疑者王某、梁某は 13回の犯行及びバッテリー60個余りを盗ん

だと供述し、被害額は 6000 元余りに上っていた。警察は共犯者について更に捜査

を進めている。 
 

（イ）日照市 

10月 22日、日照市泰安路派出所は、団地内に駐車してあった車両 7台の窓ガラ

スが破壊され、車内から金品等が窃取されたとの複数の被害通報を受理した。防犯

カメラ映像によると、同日未明、容疑者が団地に侵入し、駐車してあった車両の窓

ガラスを打ち破り車内から金品等を窃取している様子が映し出されていた。警察は、

同日午後 6時に容疑者胡を特定し、検挙した。 

 

（ウ）菏澤市 

10月 28日、菏澤市盤石派出所は、バイクに設置したスマートフォンスタンドや

ヘルメットが盗難されているとの通報を受理した。周辺調査の結果、集団犯行グル

ープによる同様の被害が多発していることが判明し、警察は、容疑者 4 人の身元、

居場所を割り出し、検挙及び盗品をすべて押収した。 

 

（３）詐欺・収賄事件関連 

ア 詐欺事件（禹城市） 

   10月頃、禹城市公安局は、詐欺事件を摘発し、容疑者 3人を逮捕したと発表し

た。調べによると、容疑者陳某は、架空のポリエチレン原料販売会社を設立した

後、被害者とポリエチレン原料の販売契約を締結した。被害者は容疑者に 100万

元近く振り込んだものの連絡がとれなくなったことから詐欺被害にあったと判明

し、通報したという。警察は、容疑者陳ほか 2人の共犯者を検挙した。 

 

イ ロマンス詐欺事件（濰坊市） 

   12月、濰坊市公安局は、インフルエンサーと偽り、総額 30万元余りのロマン

ス詐欺を行ったとして容疑者宋某を検挙したと発表した。調べによると、容疑者

宋某は被害者袁某とインターネット上において恋愛関係となり、繰り返し被害者

から金銭を受領していたが、音信不通となったことで、詐欺による犯行が発覚

し、刑事拘留された。 

 

（４）その他 

ア インターネット高評価記入の代行業者摘発（菏澤市） 
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  菏澤市西城派出所は、インターネット上における事実に基づかない高評価記入

を生業とした某コンサルティング会社をサイバーパトロールによって発見し、容

疑者李某等 10人を検挙したと発表した。犯罪金額は 660万元に達し、容疑者等は

不法経営罪で刑事拘束され、事件はさらに捜査中としている。 

 

イ 職場での横領事件（禹城市） 

  11月、斉河県公安局は、某物流会社従業員が会社の給油カードを他人に転売し

たとして、横領事件を摘発したと発表した。調べによると、容疑者王某は、物流

会社の車両管理者を勤めており、保管していた給油カードを転売し、会社に 140

万元余りの損失を与えたことが明らかとなった。 

 

 

 

各種統計（青島市政府の発表） 

12月 5日、山東省青島市政府新聞弁公室は下記のとおり情報発表を行った。 

  〇 今年刑事事件 1.4万件余り摘発、容疑者 3万人余りを検挙、暴力団関連事件 5

件を解決。 

  ○ 殺人事件は、前年同期比 33.3％減少、過去の殺人事件 13件を解決（うち 20年

以上前の未決事件は 9件）。 

  ○ 電信詐欺撲滅プロジェクトは、３年間で 2,200 件を摘発、被害前に 99.5 万人

に対して事前警告等を実施。電信詐欺発生数及び損失数は前年同期比 39.1％、

46.8％減少。 

  ○ インターネット上での虚偽情報拡散につき 460件余りを捜査・処理。 

  ○ 麻薬事件 206件を摘発、容疑者 460人余りを検挙。 

  ○ 不法資金収集、保険詐欺など経済犯罪事件 650件余りを捜査・処理し、総額 6.6

億元余りの被害を回復。 

  ○ 生活環境、食品医薬品、知的財産権分野の犯罪等計 470件余りを摘発。 

  ○ 交通安全上での危険個所 13.6 万箇所を調査・整備、農村地区の道路交通管理

を実施し、1931箇所の危険箇所を整備。 

  ○ 暴走車両、違法改造車両について 3900件摘発。 

  ○ 花火・爆竹の不法販売、郵送、貯蔵について 35 件を調査・処分し、火災の危

険性がある場所について 4.1万箇所整備。 

  ○ ワンストップ調停センターは、総合処理、受付部門、公安、司法、行政などの

部門により、2650の調停組織、576の弁護士事務所と連携し、紛争 3.5万件余り

を解決。 

４．治安対策等報道  
 


